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◆市民憲章◆

　会合の時間を正しく守りましょう

　公共の物をたいせつにしましよう

　教養を高め、ひろく人材を育てましよう

　積極進取の意気をもって働きましよう

（昭和41年4月1日制定）
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じ
て
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し
て
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ま
し
ょ
う
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脇

田
の
原
地
区
が
標
柱
立
て

　
暦
の
春
は
も
う
と
っ
く
に
過
ぎ
た
と
い
う
の
に
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
日
本
列
島
の
各
地
か
ら
は
毎
日
の
よ
う

に
雪
の
便
り
が
届
き
ま
す
が
、
日
向
市
で
も
九
年
ぶ
り
の
大
雪
が
降
る
な
ど
、
こ
と
し
の
冬
は
例
年
に
な
く
き
び
し
い
よ
う
で

す
。　
豊
か
な
心
を
地
域
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う
一
一
一
月
五
日
、
美
々
津
町
田
の
原
地
区
に
豊
か
な
心
を
呼
び
か
け
る
標
柱
四
本
が

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
田
の
原
分
校
（
永
山
良
子
主
任
教
諭
）
の
児
童
と
P
T
A
（
黒
木
文
雄
会
長
）
お
よ
そ
四
十
人
遅
行
っ
た
も
の
で
、

市
内
日
知
屋
柄
本
俊
「
さ
ん
寄
贈
の
標
柱
四
本
に
は
詩
同
地
区
で
募
集
し
た
標
語
の
う
ち
「
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
豊
か
な
心
」
な

ど
十
二
点
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な
で
立
て
た
標
柱
に
満
足
そ
う
…
。
豊
か
な
心
の
輪
は
ま
た
一
歩
広
が
り
ま
し
た
。
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の
安
全
管
理
は
大
丈
た
で
し
ょ

　
う
か
．
　
家
庭
で
の
し
P
ガ
ス
嘱
故
の

騨
大
部
分
は
、
ガ
ス
漏
れ
に
仁
る

　
火
災
や
爆
発
で
す
が
、
そ
の
原

輔　
刈
は
、
器
ほ
へ
を
誤
，
て
口
果
乍
－
す

　
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
．
不
㌧
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意
に
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が
ほ
と
ん
ビ
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、

　
　
事
故
を
防
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た
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に
は
、
ま
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よ
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力を合わせて立てました。
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る
と
、
低
い

…　
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ろ
に
た
ま
り
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す
、
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燃
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、
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・
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ん
の
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要
で
す
】
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疏
方
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燃
え

．
る
に
は
、
．
．
卜
四
疏
方
・
層
の
空

・
気
が
必
．
要
で
す
、
ガ
ス
を
使
う

…　
と
き
は
換
気
に
気
を
つ
け
圭
し

　
よ
う
，
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な
お
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大
型
の
湯
沸
器
や
風
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ガ
マ
に
は
、
排
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目
で
確
か
め
ま
し
ょ
う
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蚕
た
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天
ぷ
ら
な
ビ
を
易
デ
る
と
き

は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
こ
と
．
…

特
に
、
ガ
ス
器
巳
h
の
そ
ば
に
は

燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
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で
ゆ
ら
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脚

の
炎
は
空
気
．
不
足
、
反
対
．
に
ゴ

ー
ン
と
h
片
を
た
て
て
炎
が
飛
ん
　
’

　
　
で
消
え
る
と
き
は
、
空
気
脚

　
過
多
の
場
合
で
す
。
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換
ノ
メ
ー
注
意
す
る
．

止　
　
酸
素
不
足
は
不
完
全
燃
焼

　
　
を
起
こ
し
、
．
酸
化
炭
素

　
　
中
毒
の
原
因
と
な
り
ま
す

　
　
の
で
た
い
へ
ん
危
喚
で
す
。
．
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医
わ
な
｝
い
レ
」
　
帥

　
　
き
は
、
．
兀
栓
、
器
具
栓
を

　
　
必
ず
閉
め
圭
し
ょ
う
、

　
　
　
⑤
ガ
ス
器
具
は
必
ず
L
　
”

　
　
P
ガ
ス
厚
川
の
器
具
を
お

使
い
く
だ
さ

　
⑯
ガ
ス
器
具
は
時
々
r
人
れ

　
を
し
、
特
に
ゴ
ム
管
は
早
H
に

取
り
替
え
圭
し
ょ
う
．

　
ガ
λ
漏
れ
に
か
八
つ
い
た
ら
、

　
▽
、
垢
粋
比
・
山
谷
器
の
バ
ル
ブ
を
而
剛

　
め
る
，
▽
｛
至
内
の
火
は
全
部
消

　
し
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
、
コ
ン

　
セ
ン
ト
に
は
r
を
触
才
な
　
　
．
－

　
▽
販
売
店
に
二
胡
し
、
点
検
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恥

’
凄
ナ
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，
▽
扉
や
窓
を
開
け
る
。

　
〉
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
人
の
多
く
恥

集
刈
る
所
は
、
外
来
者
な
ビ
を
鱒
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場
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る
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ふ
る
さ
と
運
動
、
仲
間
つ
く
り
、
奉
仕
活
動
を
と
お
し
て
地
域
の

人
び
レ
一
と
の
連
帯
感
を
拓
い
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
つ
く
ろ
う

　
市
教
育
委
員
会
が
山
向
卜
月
か
・
5
、
細
島
地
区
の
L
目
少
年
．
．
卜
八
を

対
象
に
進
め
て
い
る
”
L
目
少
年
地
域
活
動
嘱
業
”
は
、
一
．
月
の
喉
業

テ
ー
マ
で
あ
る
”
郷
ヒ
の
歴
史
と
自
然
”
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
．
．
月

κ
日
、
市
内
の
之
化
財
め
ぐ
り
を
行
い
ま
し
た
．
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りに

込細た
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‘

つ
い
て
く
わ
し
い
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
見
学
地
（
視
察
か
所
）

は
、
　
「
妙
国
」
手
庭
園
一
、
　
「
西
南
の

役
細
島
官
軍
墓
地
　
や
、
庭
々
津
の

、
歴
史
民
俗
資
料
館
．
な
ど
、
市
内

几
か
所
の
史
跡
、
名
勝

　
中
で
も
、
．
1
．
ど
も
た
ち
の
八
気
を

集
め
た
の
は
、
昨
年
六
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
一
歴
史
民
俗
資
料
館
一
で
、

な
じ
み
の
少
な
い
京
都
風
の
部
屋
の

造
り
、
庭
園
、
虫
籠
（
む
し
こ
｝
窓

な
ど
を
見
て
、
　
、
圭
る
で
忍
者
部
屋

み
た
い
だ
：
・
一
と
・
大
賦
日
び
口
係
員
の

説
…
明
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
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こ
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1
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少
ム
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地
域
活
動
屯
F
業
は
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卜
巾
が
昨
却
墜
圧
月
に
国
か
ら
指
｛
疋
を
’
艶

け
た
”
豊
か
な
心
を
育
て
る
施
策
推

進
モ
デ
ル
市
”
の
事
業
の
．
つ
。
こ

れ
ま
で
に
、
遊
覧
船
か
ら
杜
状
岩
な

ど
自
然
を
観
察
し
た
り
、
棒
踊
り
の

実
技
演
習
、
空
カ
ン
を
利
川
し
て
太

鼓
台
を
作
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
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　　閉り
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ん
．
．
．
卜
．
．
歳
・
ヘ
ム
社
員
　

に
、
感
想
を
伺
η
て
み
圭

し
た
。

　
▽
参
加
し
た
感
想
は
？
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こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い

史
化
財
が
身
・
近
に
あ
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と
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思
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せ
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で
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た
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．
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外
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ら
な
い
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た
が
多
い
力

　
今
回
行
わ
れ
た
の
は
ん
囲
目
の
活

動
で
、
郷
し
の
迄
化
財
を
見
直
し
、

そ
の
歴
史
、
・
川
目
な
ど
を
学
ん
で
教

養
を
高
め
、
豊
か
な
心
を
ム
目
て
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
、

　
こ
の
日
は
・
り
す
吊
（
り
の
肌
寒
・
い
一

日
で
し
た
が
、
参
加
者
た
ち
に
レ
「
う

て
は
楽
し
く
、
そ
し
て
意
義
あ
る
体

険
で
し
た
．

　
▽
［
番
印
象
に
残
っ
た
と
こ
ろ

は
ど
こ
で
す
か
？
・

　
や
は
り
、
「
麻
史
民
俗
資
料
館

で
ポ
．
京
格
．
r
、
通
り
庭
な
ヒ
か
ら

は
、
当
時
栄
え
た
回
船
間
犀
か
し

の
ば
れ
圭
し
た
．

　
▽
青
少
年
地
域
活
動
事
業
に
参

加
し
た
動
機
は
？
・

　
彬
は
　
市
－
一
瓢
…
「
目
－
同
市
「
U
年

団
連
絡
協
議
会
〕
の
役
員
を
し
て

い
上
よ
す
が
、
　
ツ
て
の
関
係
4
1
」
時
々
市

断
叙
六
目
べ
欠
口
只
ヘ
ム
へ
お
ヒ
や
ま
し
気
す
．

　
　
　
そ
、
の
時
募
甘
へ
し
て
い
る
の

　
　
　
画
　
　
を
知
り
美
し
た
．
も
ち
ろ

　
　
・
ユ

　
　
ε

　
　
　
　
　
　
ん
・
卜
旨
に
も
賛
‘
4
L
目
し

　
　
《
7
　
　
　
た
が
：
：
：
．

　
　
、
’

　
　
　
　
　
　
　
▽
事
業
に
参
加
し
て
ど

　
イ

　
　
開
　
　
　
う
思
い
ま
す
か
？

堵
　
戒
免
幾
営
諾

勧
蕉
鶴
一
意

　
　
　
　
　
　
㌦
　
　
　
・
一
．

　
　
　
　
　
　
「
」
一
・
ノ

　
　
　
　
　
　
　
▽
そ
の
ほ
か
こ
の
事
業

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
望
む
こ
と
は
？
・

彬
た
　
　
　
細
島
地
、
区
に
限
ら
ず
ほ
か
の
地

い
レ
’
　
．
区
で
も
ザ
．
ひ
行
り
て
欲
し
い
ヒ
思

　
案
　
　
い
し
一
　
尺
と
の
触
れ
ヘ
ロ
い
の
巾
－

で
は
　
　
／
．
覧
、
み
ん
な
で
学
ぶ
レ
一
い
っ
こ
レ
ー

　
　
　
カ
ビ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
こ
ヒ
か

　
　
　
か
、
き
、
ヒ
わ
か
る
と
川
』
い
嘱
す
．

　
　
　
　
い
毅
配
向
市
が
進
迩
て
い
る

　
　
　
　
”
鼎
か
な
心
”
は
、
二
う
い
う
場
か

　
　
　
　
，
育
つ
の
で
は
な
い
で
し
4
う
か
．

…
千
葉
の
学
生
寮

川
　
　
　
入
寮
生
を
募
集
〃

…
r
置
市
稲
ε
台
に
あ
る
日
向
育
英

㎜
会
・
学
生
寮
は
、
こ
と
し
四
月
に
人

川
寮
す
る
寮
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

…
・
の
学
生
寮
紋
筋
・
．
階
狸
て
・

㎜
定
u
只
は
四
レ
人
、
国
鉄
稲
し
駅
か
ら

川
ゆ
少
い
ゲ
」
κ
分
の
閑
静
な
住
宅
地
に
あ

…
り
ま
す
利
益
を
目
杓
と
し
な
い
決

…
入
絹
織
で
運
営
し
て
四
る
た
め
・
三

川
費
な
ビ
の
生
活
費
が
安
く
て
済
む
二

…
と
か
ら
、
寮
生
や
父
兄
か
ら
好
淳
を

…
賀
し
い
は
す

川
　
圭
た
　
映
速
電
卓
の
発
癌
に
よ
り

…
東
京
ま
で
は
約
四
レ
分
ヒ
、
ヒ
て
も

㎜
便
利
で
す
．
ぜ
砿
莉
用
い
た
だ
き

…
妄
一
－
よ
う
ご
案
勺
し
圭
乾

…
〉
人
寮
資
格
一
Φ
東
京
都
、
「
菓

㎜
市
お
よ
び
そ
の
近
郊
の
大
学
、
予
備

川
校
に
通
学
す
る
男
．
r
学
生
．
．
ω
寮
費

川
な
ビ
の
納
1
へ
金
を
芝
払
う
能
力
の
あ

…
る
父
兄
、
圭
た
は
こ
れ
に
か
わ
る
か

…
た
お
よ
び
確
実
な
保
二
八
の
あ
る
か

川
た
．
6
、
也
身
レ
’
も
に
健
床
で
明
る
く
、

…
吐
向
生
活
を
お
一
る
こ
レ
あ
で
き
る

川
力
た
．

…
〉
募
集
入
員
眺
ド
八
r
定

…
　
　
〉
経
費
　
入
寮
費
が
症
「
円
・
窃

…
費
は
市
内
の
か
た
が
月
額
托
「
円
、

…
市
外
の
か
た
は
月
額
．
万
「
円
・
表

㎜
た
、
食
費
は
夕
食
の
み
で
月
額
．
万

川
・
・
「
り
．

…
〉
申
し
込
み
ヒ
問
い
合
わ
廿
一
市

川
教
育
委
員
会
管
理
休
　
智
内
線
四
．

－…．『’－ 鋳]鰍1
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ζ縫呈奢面出．勺Ii・：

　
中
国
、
山
東
省
灘
坊
（
い
ぼ
う
）
市
の
日
中
友
好
代
表
．

団
五
人
が
一
一
月
十
五
日
、

　
　
　
　
　
二
十
二
日
ま
で
滞
在
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
・

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
市
内
視
察
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
．

　
こ
の
も
よ
う
に
つ
い
て
は
三
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

に
は
前
運
輸
た
、
臣
も
初
試
索
し
ま

し
た
．

　
存
た
ち
の
夢
し
一
希
望
を
宋
廿
た

．
リ
ニ
ア
・
モ
ー
タ
ー
カ
ー
’
…
．

実
用
化
に
向
け
て
着
実
に
走
り
続
け

r
㌔
、
女
㌃

　
　
　
　
一
r
一
　
一
i
r
　
　
I
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
日
向
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

IIII日鋼川II川川II川ll1111川旧川IIIIII川IIIII川llllllll川1川llll川1川ll川川lllllll川川lllll

千必

密
は

厳
∵1＝

べ

ね

圭

5

　　　　　　相

の分交響マll杉
！，1害［い二佐本

身齢故　郁
近婚　’　7
鰍　・1礫

諜

相と　　　と
試二
にろ　　　き
応

じ市　’F
るlil～前月

弁リピ円。
唱曲四時卜
L民3　八
　　館時・　日

無
料
法
律
相
談



F

広報乙伽ゆ勿曜鵬3

日から12日まで

者を野
鶴

3

住民票などが必要です

　
巾
は
、
・
巾
扁
口
出
毛
の
人
居
者
を
つ

誓
の
と
お
り
募
集
し
圭
5
　
へ
－
団
は

現
呑
建
設
中
の
財
光
㌔
北
口
毛

杯
　
一
戸
㌔
と
、
㌍
き
氷
か
、
－
し
た

場
合
そ
れ
を
袖
記
す
る
た
め
の
募
集

て
」
9
　
▽
募
集
期
間
一
　
月
　
日
か
り

月
一
　
　
日
ま
て

　
▽
募
集
住
宅
　
ゆ
財
尤
㌧
北
臼
毛

　
莉
設
　
　
杯
　
i
戸
　
の
空
き
家

袖
允
臼
毛
　
既
設
n
毛
｝
　
勒
財
巾

　
　
種
）

々
津
駅
冒
朋
　
　
　
　
　
　
伊
勢
ケ
，
決

－
．
種
）
　
　
　
　
　
　
　
φ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千

　
▽
入
居
者
の
決
定
一
．
覇
設
の
財
光

㌧
北
臼
も
は
抽
選
て
決
冗
　
空
き
家

袖
允
負
も
に
つ
い
て
は
、
臼
し
に
困

、
て
い
る
丸
情
を
凋
沓
し
て
、
人

居
基
摩
占
数
衣
に
よ
り
八
居
順
位
を

決
多
し
、
曳
き
家
か
4
し
た
と
き
順
、

次
人
居
決
定
の
通
知
を
し
圭
一

　
▽
入
居
資
格
1
1
Φ
巾
内
に
居
負
圭

た
は
勤
務
し
、
現
呑
、
白
し
に
困

、
て
い
る
か
た
、
の
現
石
、
同
居
ま

た
は
同
居
し
よ
ー
ヒ
ケ
る
硯
族
「
婚

約
者
を
含
む
　
か
あ
る
か
た
　
④
収

人
基
型
は
、
第
　
宮
窪
毛
の
場
合
は

1
1
額
田
請
し
r
円
を
超
え
、
一
四
乃

「
円
以
卜
第
柿
の
場
合
は
月
額

八
温
し
「
円
以
ト
て
あ
る
こ
レ
一
、
な

お
、
月
額
レ
ほ
、
過
去
向
司
・
人
己
口

申
し
込
み
月
の
前
月
か
ら
過
去
’
弓

間
・
の
肋
得
か
り
同
居
硯
族
　
人
申
1

た
り
　
i
几
〃
円
を
ゴ
ハ
し
引
き
、
さ

り
に
1
2
て
刮
、
た
額
て
弓

　
▽
添
付
書
類
　
①
臼
民
駅
謄
本

　
同
居
家
族
人
∴
只
か
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
　
　
じ
ム
ー
八
臼
中
の
就
業

　
　
　
　
　
先
の
源
日
水
徴
収
曲
小
ヒ
渦
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
」
　
　
　
ノ
ー
　
口
　
　
　
’
ー
バ
向

一々　　　の原
　．津　 種III　種

種駅種　　　　一二
）前）　　　種　　・
　＿　　四種　　財
欲　 丈IH一　尤種

塑、争一輪
看：噺㌦陣誇

　　ケ　　i

種浜　イ子種　　種
一　）ζ内。　　　　　　　　楢1人・

ほ
ぼ
完
成
し
た
財
光
寺
北
住
宅
（
2
種
2
0
戸
）

　
一
　
　
ー
カ
レ
ー
i
瓦

・
弓
　
志
木
日
｝
の
給
与

気
ー
ハ
d
月
紅
一
　
　
　
　
£
f

　
4
　
μ
日
　
　
一
　
　
　
　
’
し
，
一

肩
口
直
な
と
の
場
八
口
は
、

巾
税
務
課
て
発
’
狗
づ
る

i
ー
ゴ
ー
　
一
　
見
5
【

－
　
【
、
　
　
一
　
～
　
三

一
　
f
　
　
ロ
ー
　
　
　
犀

　
▽
申
し
込
み
と
問
い

合
せ
先
－
巾
建
設
課
省

三
三
　
費
内
線
　
　
ハ

　
な
お
、
h
一
八
向

月
し
日
か
ら
　
月
一
托

日
ま
て
の
巾
営
n
毛
八

居
募
集
期
間
中
に
申
し

込
み
を
し
て
、
現
呑
圭

て
人
居
，
二
二
の
通
知
の

な
か
っ
た
か
た
は
、
あ

り
た
め
て
申
し
△
み
f

続
き
を
し
て
く
た
さ
い

’
　
q
を
紆
過
う
る
と

名
”
登
H
戟
グ
資
格
カ
オ
、

く
な
り
長
4

　
そ
の
ほ
カ
、
瓠
賃
、
削
k
り
な
ヒ

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
d
ω
申
し
△

恐怖の自い粉

へかみ
お’lll

た巾川
ホラ1昏の

ね藩中
く課の
た　説
ぺ容明
い内，｝｝

　線を
　　口1し

　　　圭

　11れ

　　る

一覚

ｹ
い
剤
や
め
ま
す
か

　　

ｻ
れ
と
も
人
間
や
め
ま
す
か
－

　　一せ’　1揚にごを負とrい烈し・ポ　、

人、い頃1史よはマ色わをび）用塾し白見
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i
へ
入
ご
、
全
体
の
　
六
・
　
％
を
占

め
て
い
圭
ポ
　
職
業
別
て
は
、
癬
、
職

か
し
一
し
人
て
最
も
多
く
、
次
い
で

自
讃
栗
、
・
1
婦
、
労
働
名
の
順
と
な

、
て
い
圭
弓
　
日
向
署
省
内
て
は

一
　
人
か
検
挙
さ
れ
甘
し
た
か
、
中

に
は
人
出
て
使
用
彫
る
な
と
斜
会
的

に
緩
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
ポ

勇
気
あ
る
行
動
で

追
放
運
動
の
輪
を
広
げ
よ
う

　
，
見
事
い
剤
を
使
え
ば
「
眠
気
や
疲

財
”
か
と
れ
る
一
・
・
鰐
力
し
な
い
て

や
せ
り
れ
る
　
・
　
そ
の
は
か
　
嫉

み
日
め
　
、
　
－
強
楯
剤
　
と
し
て
し

く
効
く
と
い
い
圭
ξ
か
、
こ
れ
り
は

暴
力
川
か
，
見
ぜ
い
剤
を
売
る
た
め
に

使
－
幽
い
目
架
　
一
へ
て
ア
タ
ラ
小

戸
」
ポ

　
使
川
一
る
と
磁
か
一
－
疲
労
感
や
眠

気
か
と
れ
た
仁
一
に
感
し
る
と
い
い

ま
重
か
、
こ
れ
は
過
慢
の
興
奮
汰
能
〕

に
し
、
て
　
塒
的
に
そ
つ
な
る
た
け

の
こ
と
て
一
　
桑
物
の
伯
用
か
．
硝
え

る
と
、
、
珂
に
も
曽
し
て
脱
し
い
疲
へ
々

　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

感
や
小
属
目
」
に
襲
わ
れ
ま
し
⇒
，

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
，
な
状
態
か
ら

起
れ
る
た
め
、
ま
た
，
印
せ
い
剤
を
使

川
し
、
反
復
野
川
一
る
つ
ち
に
目
土
か

増
え
、
知
ら
な
い
7
一
ち
に
慢
匹
中
あ

姑
阪
に
な
，
て
し
ま
，
の
て
う

　
”
　
度
た
け
の
つ
も
り
か
富
川
名

に
”
　
1
こ
れ
か
覚
せ
い
剤
体
験
名

の
日
戸
通
し
た
座
隈
て
弓
　
　
慢
r
を

出
サ
と
、
も
一
や
め
ら
れ
な
く
な
，

て
し
ま
，
の
て
4

　
，
見
せ
い
剤
を
追
放
む
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
　
八
　
八
か
そ
の
恐
し

さ
を
円
認
識
し
、
地
域
か
り
市
、
県

川
＼
レ
ー
追
放
哩
動
の
輪
を
広
げ
、
覚

ぜ
い
剤
の
仙
阪
用
名
、
　
亀
－
冗
八
々
〕
　
八

て
も
多
く
発
H
貼
し
、
…
閃
係
機
関
に
い

ち
日
i
く
通
扱
し
て
史
4
さ
ぜ
る
こ
と

て
3
　
犯
罪
の
な
い
明
る
い
二
会
を
つ
く

る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の
男
気
あ
る

，

＼湾ミ

て

い

ま
4

の

　　ノ　　見
　　せ

　　い

　　剤

11相

気

た

、

て0。灸III奇
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1

く

た

さ

い
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1坊あ

貼り
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弓で二

叉出
へ噛
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い
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ま

番

llllllll「1「II「1「191111111111「IllllllllllllllllllllllllllllllllI

「
緑
の
国
勢
調
査
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に

参
加
を
ρ
・

ね

ん

き

ん

ユ
不

ン

キ

ン

　
　
　
「
私
は
、

［ F
な
り
保
険
相
を
か
け
終
わ
り

出
て
八
一
茂

　
圭
づ
　
向
’
↑
は
八
i
茂
か
り
ξ

　
く
も
ら
え
ま
一
か
－

｝　

齔
ｶ
減
額
さ
れ
る

　
田
民
q
↑
の
乞
齢
…
’
弓
↑
や
通

算
老
齢
窺
金
は
、
ー
ハ
r
ハ
歳
か

ら
官
給
さ
れ
る
こ
レ
噌
に
な
、
て

い
ま
5
　
た
た
し
、
－
へ
一
成
以

一
て
希
望
づ
れ
は
、
ー
ハ
ー
歳
か

　
　
　
　
　
　
り
ー
ハ
i
四
歳
の

希
望
一
る
向
齢

か
ら
練
1
け
（

も
レ
，
こ
と
カ

て
き
重
す
、
圭

た
、
六
ー
ハ
戎

に
な
る
，
閉
に
申

し
h
L
よ
、
之

　
一
1
才
　
一

画
開
始
を
延
k

し
て
、
八
一
六

歳
か
b
し
一
成

の
希
望
一
．
る
向

齢
か
ら
繰
ト
け

て
も
｝
5
、
，
こ
レ
｝

　
支
給
を
繰
一
け
－
醐
逸
し
た
八
の
’
稲

令
額
は
、
支
給
を
希
望
し
た
と
き
の

’
弓
齢
に
申
し
戸
」
　
矩
の
額
か
減
ら
配

れ
圭
φ
　
六
i
h
成
以
後
に
な
、
ご

も
、
そ
の
額
は
引
き
一
け
ら
れ
る
こ

と
は
な
く
、
　
補
成
額
さ
れ
た
向
’
↑

を
’
之
け
る
こ
レ
｝
に
な
り
圭
弓

　
乏
給
の
繰
ト
け
を
申
し
出
た
入
か

’
・
丈
け
る
角
↑
額
は
、
六
一
h
成
か
り

気
給
筈
れ
る
へ
き
韻
に
、
失
際
に
’
彗

↑
を
芝
け
る
と
き
の
ノ
三
業
に
応
し
て

表
1
の
よ
つ
に
　
疋
の
率
て
日
算
し

た
擢
を
．
川
算
弓
る
　
　
こ
レ
一
に
な
り

ま
」
9

も
て
き
女
弓

　
　
繰
上
げ
請
求
、
損
か
得
か

　
人
下
レ
爪
・
一
－
ハ
ー
h
歳
一
一
岨
L
小
〉
　
繰
一

け
ー
ハ
ー
歳
一
－
川
求
に
つ
い
て
、

4
の
あ
い
た
に
受
け
取
る
臼
金
総
額

は
い
く
ら
に
な
る
か
を
人
し
た
の
か

図
1
て
ポ
図
か
b
わ
か
る
と
お
り
、

L
I
　
歳
に
な
る
前
に
、
八
一
歳
か

り
も
b
い
始
め
て
も
－
へ
ー
ハ
歳
か
ら
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年
金
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額
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万
円
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も
b
い
守
口
め
で
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も
、
’
受
け
脂
取

る
角
金
額
は
同
額
に
な
り
ま

ポ
　
あ
と
は
長
上
き
5
る
ほ

と
六
ー
二
成
か
り
も
ら
い
始

め
た
乃
か
有
利
な
の
て
寸

　
い
ま
、
日
本
人
の
ヒ
均
寿

命
は
た
ん
た
ん
伸
ひ
て
き
て

い
ま
ポ
　
あ
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三
角
4
き
ら

れ
る
か
ヒ
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雫
均
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命
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

ー
ハ
i
歳
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八
て
は
男
桝
一
興

向
、
ん
（
匹
　
一
　
向
て
す
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旨
肋
㌦
触
鷲
剛
は
一

茂
ま
て
、
－
き
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
弓
　
表
2
に
．
月
て

六
i
歳
に
な
る
人
の
損
得
を

d
算
し
て
み
ま
し
た
。
ー
ハ
ー

成
か
ら
点
く
も
ら
い
始
め
る

と
　
男
桝
て
お
仁
そ
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一
〃
円
、
女
隔
て
お
に
そ
四

白
四
一
1
1
乃
円
損
を
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る
．
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レ
・
に
な
り
友
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ザ
　
気
船
の
繰

一
け
を
繭
永
弓
る
と
き
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こ
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占
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を
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分
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慮
い
し
て
’
向

ー
ゼ
要
か
あ
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・
不

ン
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環
境
月
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第
　
回
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緑
の
国
勢

　
調
奔
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の
　
環
と
し
て
こ
と
し
か
ら

川
失
施
ぐ
る
、
動
二
物
分
布
調
査
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へ

…
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
む

…
緑
の
国
勢
調
査
は
、
我
か
川
の
自

…
然
環
境
の
規
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を
滴
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に
つ
か
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白
然
環
境
の
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の
た
め
の
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役
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て
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た
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ね
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臼
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れ
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圭
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㎜
然
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／
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榊
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た
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満
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に
な
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れ
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台
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い
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か
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暁
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，
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た
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ム
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頃
向
一
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楕
…
週
間
」
の
b
事
の
　
つ
と
し
て

募
集
し
て
い
た
標
語
、
伯
文
、
ポ
ス
タ
ー
の
べ
越
名
に
つ
い
て
は
先
月
り
て

こ
紹
介
し
ま
し
た
か
、
こ
の
ほ
と
、
－
人
工
竹
品
集
」
と
し
て
編
集
し
、
発
田

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
八
，
月
木
か
ら
国
内
の
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仮
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し
め
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館
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関
、
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ら
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習
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し
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、
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ま
し
た
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、
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あ
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れ
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た
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た
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、
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、
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れ
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－
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巾
県
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す
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い
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白
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．
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人
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磐
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台
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縦
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り
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台
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れ
て
い

　
ト
　
　
ヨ
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
モ

る
廓
理
　
周
期
匁
な
レ
こ
に
つ
い
て
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－
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宮崎県最低賃金・産業別最低賃金一覧表

取　氏　賃　争　lli

　　　　　　氏h　　l「

　　頗鱒一発1
Ir均川　ll　1動　呂　｝範　囲　／〕　旺明

11く11乱〔1　争

1椥

，崎・1・1取低q争　2，951円　　369円　5811 50山「［11「「勺4＼「ノ61重直藍

繊　↑解　曜　勲3，142円

　　　　　　　　3285円

1μ　　　　刷
II1］　閏　1皇　F身　粟

　　　　　　　　3，128円

食排贔製△ま3，093円

　　　　　　　　3314円
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391円

387円
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〕q　”L口

）9　1ム

｝9　1お

5L｝日b

、9　11b

繊↑tlI東　衣服ρ／｝地力繊霊魂製品製遣粟のノナ働者

”　　 尺　十昌十る呂や除く

l　lドへれ後［｝燕画ノ）名てあ、て　11該職種の粟務　｝レL”従

　｝一’期間力技能1習f臥｝期聞や含め通算して1彗禾画力もゐ

　　111渉11　1冒1ナ　目1芦菱の他＿れり1壁ずる軽易な鼠務　 ｝レし

　ア「疋卜才る茜

I11刷㌢　製版望　製ヰ・業　甲刷物加1業　田刷業　IDサー｝ス業

　引酩

ま艦み1・な　封筒へ’．　1「］刷物の撃理　串封　清掃くま1～↑μ｝ゐ業

f6　！　　ご従卜4る名

F｛lr瞳食料1［ll　苧（薩食糾1冒1野菜　果夫のカん吉　調味料　精穀　製

粉　へ／1褻・製辻掌　多♪他ハ食料品製】上粟戸〆働名

｝1」1し粟　氏理r惰受ひII　・㌢ウ黛’ノ　カ引動ξ1

藁粟　1イ1製聖　3，350円

貸械　警1断製111II婆　3，365円

419円 5q　2一ら　畷・1・ロー竺匙llll・U獅陶嚇「・］阻製川1一附
　　　　　イ目川圏1等〕袈∫二某　　　　　　　　　　　　　多ハ他ハΨ粟　t白製Fllr製1と業．7、’1働輪

421円、噂 h

ll動III・・踊衆　3341円　　418円　5q　l　b

鉄鋼東　Jl鉄全属　争属製1；凸製】｝業　　般機微斜II屯気機械～ヤil

蜘1』用磯械蕗目　粘品機械～》　：製造粟・庁働名

”　二百三目ね「跡拒ち「1陥驚剛・「糊
1瑚’［重斡　 ”bq未ll出1ノ名ウ除、

目勧lll　道路連込申輔法第ど粂第～項の目動lll　／〕撃備柴　く劇II］

法第77条の自動申分解幣備粟の引動者

　’r．し　雇へれ後b月未満の名てあ　ダ　［1該用務←従卦Lt期

間力通韓＿♂b月ネ、満の菖亭除、

責句　ノ’製・ψ　3，209円 402円

藁目　上笈備量3，209円　402円

　　　　　製材業　イ・製品製遺業　迄ll材　r｝板　建築用組ド材料の製1Z粟

，qlIb木製食器木製履物藁7｝他の木製品製造業の別動名

　　　　　　たた甲　製品の辛II束　／　クの仁Fl込み　Lrな掃　昌臼け　多の他
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【
【
川
添
】

　
満
O
i
歳
に
な
る
と
、
国
民
ヒ
し

て
最
も
で
甲
要
な
参
政
櫓
て
ち
る
性
⇔

桁
か
与
え
り
れ
ま
ポ
　
覇
∩
桁
名
の

み
な
さ
ん
は
、
自
分
の
円
圏
て
働
仙

あ
る
－
1
1
き
　
票
を
受
し
女
し
ヒ
，

　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳

　
▽
右
の
○
に
は
レ
一
ん
な
之
3
か
も

て
は
ま
り
ま
ぐ
か
？
　
答
／
を
は
か

き
に
巨
目
い
て
、
本
匠
一
番
h
口
与
、
巾

遮
挙
・
仁
治
委
貝
ヘ
ム
あ
て
　
月
一
目
芸

て
に
あ
出
し
く
た
さ
い

　
d
判
者
多
数
の
と
き
は
、
由
償
7
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
八
の
か
た
に
記
含
品
を
さ
し
あ
け

圭
3
　
な
お
　
は
カ
き
；
は
臼
噛

丸
岡
、
’
弓
船
、
レ
貼
f
旧
番
ロ
ワ
を
重
、
き

り
四
人
し
て
く
た
さ
い

　
先
月
り
は
，
候
　
　
－
脱
　
　
－
参

か
“
解
て
、
応
募
　
i
　
通
、
“
解

　
一
通
て
し
ノ
の
て
、
つ
き
の
か
た

一
記
念
品
を
さ
し
ら
け
表
一

　
　
　
　
　
　
　
気
ん
小
各

　
　
　
　
　
　
　
苛
不
田

　
〉
柏
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泰
敏
　
目
知
屋
川
涌

　
，
　
　
一
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目
↓
’
　
　
　
－
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一
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㌧
i
一
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⊥
～
　
　

一
『
－
町
　
　
－
一

　
〉
川
越
辰
男
限
々
津
駅
通
り

冒

託
し
ま
⇒
　
落
ち
着
い
て
相
訣
て
き

な
か
っ
た
り
、
k
時
間
お
待
ち
い
た

た
く
女
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
の
て
　
日
－
目
に
お
い
て
く
た
さ
い

　
ま
た
、
・
省
庁
下
民
税
の
申
月
口
用
祇
の

扶
養
の
欄
に
は
、
あ
ら
か
し
め
被
扶

養
名
の
お
名
前
を
記
饗
し
て
い
た
た

く
よ
う
お
尉
い
し
ま
す
、

　
　
所
得
税
も
三
月
十
五
日
ま
で

　
所
得
税
へ
川
税
）
の
碓
定
申
告
も

　
月
一
1
1
日
目
期
限
て
す
、

　
相
訣
を
受
け
て
納
税
義
務
か
噛
し

た
場
合
、
　
月
i
h
日
ま
て
に
納
付

し
な
い
と
延
沸
金
か
加
算
さ
れ
ま
す

の
て
こ
d
意
く
た
さ
い
。

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
巾
税

務
課
（
豊
内
線
1
1
　
四
、
1
一
　
ハ
）

へ
お
た
す
ね
く
た
さ
い
。

　
マ
マ
忘
れ
な
い
で
ね

　
三
月
の
一
歳
六
か
月
児
の
健

康
診
査
は
、
三
月
十
五
日
の
午

後
一
時
か
ら
市
民
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
（
費
内
線
五
九
五
）
で

行
い
ま
す
。

　
対
象
幼
児
は
、
昭
和
五
十
七

年
八
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
で

す
。
診
査
に
は
、
母
子
健
康
手

帳
も
忘
れ
ず
に
！

　
一
歳
六
か
月
児
検
診

納
税
通
知
書
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わ
り
ま
す

取
扱
い
は
て
い
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い
に
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県
民
税
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固
定
な
膚
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、
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白

動
中
税
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康
保
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税
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国
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1
1
↑
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税
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知
1
一
口
か
昭
和
h
I
托

’
弓
慢
か
ら
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わ
り
ま
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力
唾
’
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〆
L
、
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ー
か
生
動
を
始
め
る
た

め
て
、
へ
－
重
て
の
納
税
．
剋
，
川
1
1
目
に
比

へ
こ
か
な
り
人
㌔
く
な
り
妻
一

　
ヒ
ニ
う
て
、
納
め
て
い
た
だ
い
た

悦
↑
な
ヒ
は
、
－
／
L
、
ー
ク
ー
カ

曲
接
、
眺
み
取
、
戸
」
納
八
の
チ
ー
，
ク

を
し
女
一
の
て
、
収
納
酒
下
知
巨
日
は

抽
り
山
け
た
り
、
み
し
た
り
し
な
い

1
外
，
d
昌
〕
し
こ
く
た
ざ
い

　
り
　
’
、
　
ハ
♪
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u
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一
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与
　
　
　
｝

　
ノ
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」
一
“
一
」
声
ノ
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一
　
孟

り
し
ま
山
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と

コ
〆
ヒ
⊥
ー

タ
ー
は
、
瓶
み

取
る
こ
と
か

て
き
な
か
っ

た
り
、
誤
っ

て
、
乱
み
取
る

こ
と
も
あ
り

ま
す
。
取
扱

い
は
て
い
ね

　
・
一
　
⊃
～

し
一
士
噸
晒
町
し

し
ま
す
。

　
ま
た
、
納

税
通
知
書
は

封
筒
に
人
れ

て
こ
家
庭
に

郵
，
込
さ
れ
ま

一－

ｩ
、
封
筒

を
用
ナ
る
と

き
も
、
い
味

を
切
ら
な
い
仁
つ
し
ゅ
っ

し
て
く
だ
さ
い

★
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
に
ご
協
力
を
！
（
市
区
公
連
）

鷲欝繋
日 診　　療　　科　　目 病（医）院名 住　所 電　　　話

外　・産婦人科 寺尾医院 門川町 ③1447

内　・　小　児　科 佐縢1二院 本　剛 ②B244

小　　　児　　　科 児玉医院 原　町 ②2530

外・月凶神経外科 甲斐外科 山　　卜 ③5000

内　・外　・放科 和田病院 中　原 ②2045
11

1壕　　婦　　人　科 滝井医院 都　町 ②2409

内　　　　　　　科 人’i’株院 北　町 ②3337

内・外・皮・泌・婦 ＿股病院 美々津 ⑧0034
ユ8

内　　　　　　　科 今給黎医院 切島山 ④2459

内　・　小　児　科 東　医　院 門川町 ③2800

内　科　・　外　科 樋口病院 門川町 ③1036

20
眼　　　　　　　科 稲原医院 中　町 ②2209

内　・・卜・放科
，｛

C田医院 山　下 ④4401

産婦人科・内科 渡辺病院 笹野中 ⑦1011

外・幣外・胃腸・皮 下代田病院 鶴　町 ②7111
25

産　　婦　　人　　科 柳田医院 都　町 ②2950

内・放・精神科 田中病院 門川町 ③1446

ご
存
じ
で
す
か

小
ん
d
怯
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家
庭
奉
仕
員
派
遣
制
度
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「
，
ち
に
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重
度
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障
∴
名

　
児
）
や
ね
た
き
り
の
老
人
か
い
て
、

そ
の
田
話
に
た
い
へ
ん
困
っ
て
い
ま

弓
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こ
ん
な
國
み
を
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持
ち
の

啄
庭
へ
家
庭
本
・
“
口
貝
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遣
4
1
る
制

度
か
あ
り
ま
す
、
派
遣
の
対
象
と
な

る
冬
庭
は
、
弔
度
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障
占
名
児
　

や
、
ね
た
き
り
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人
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か
か
え
て
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哨
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－
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」
肩
口
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に
た
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へ
ん
困
、

て
お
り
、
そ
の
’
冬
庭
か
あ
田
話
て
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な
い
よ
つ
な
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合
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ふ
庭
奉
付
目
一
4
は
、
そ
の
家
庭
に
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向
き
、
食
事
の
田
話
、
d
活
必
占
品

　
　
あ
た
た
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の
買
物
、
洗
た
く
な
レ
一
の
サ
ー
ヒ
ス

タ
　
視
切
、
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爪
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を
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た
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な
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福
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罫
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所
一
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1
一
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し
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六
へ
〕
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く
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健
栄
養
学
級
4
と
成
八
病
学
級
硅

を
つ
き
の
レ
ー
お
り
募
集
し
ま
す
。
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て
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習
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嫡
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	豊かな心は地域ぐるみで―田の原地区で標柱立て
	青少年地域活動事業―ふるさと史跡めぐり―郷土の歴史と自然を学ぶ

	「妙国寺庭園」など９か所―約４０人が参加

	寒風突いてリニア試乗―宮本市長三樹議長ら五人

	無料バス―パス券を切り替えます

	差別をなくして明るい社会―人権作品の中から―
富島小学校1年―ふくもちあい―目のびょうきの人 
	がんちゃんのこと―富高小学校1年―土田きよか

	医師会だより

	燃えろ！近鉄バッファローズ
	こどものための健康おやつ


